
昭
和
二
十
八
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号

社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
施
行
規
則

社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
六
号
）
第
四
十
一
条
第
二
項
並
び
に

社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
百
九
十
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
基

き
、
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
総
括
社
会
保
険
審
査
官
）

第
一
条
　
地
方
厚
生
局
（
地
方
厚
生
支
局
を
含
む
。
）
に
、
総
括
社
会
保
険
審
査
官
一
人
を
置
き
、
社
会
保
険
審
査

官
を
も
つ
て
充
て
る
。

２
　
総
括
社
会
保
険
審
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
（
昭
和
二
十
八
年
法

律
第
二
百
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
審
査
請
求
に
関
す
る
事
務
を
行
い
、
及

び
社
会
保
険
審
査
官
の
行
う
事
務
を
総
括
す
る
。

（
法
第
三
条
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
機
関
の
事
務
所
）

第
二
条
　
法
第
三
条
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
日
本
年
金
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
し
た
国
民
年
金
の
保
険
料
そ
の
他
国
民
年
金
法
（
昭
和
三

十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
賦
課
、
徴
収
又
は
同
法
第
九
十
六
条
の
規
定
に
よ
る

処
分
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
処
分
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
審
査
請
求
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
処
分
に
関
す

る
事
務
を
処
理
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務
所
（
日
本
年
金
機
構
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
九
号
）
第

二
十
九
条
に
規
定
す
る
年
金
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
当
該
事
務
を
処
理
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、

当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
（
同
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
従
た

る
事
務
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
し
、
審
査
請
求
人
が
処
分
に
つ
き
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
が
あ
る
場

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
経
由
し
た
機
構
の
事
務
所
（
年
金
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金

事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る
事
務
所
）
と
す
る
。
）

二
　
厚
生
労
働
大
臣
が
し
た
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
に
あ
つ
て
は
、
審
査
請
求
人
が
当
該
処
分
に
つ
き
経
由
し

た
地
方
厚
生
局
、
機
構
の
事
務
所
（
従
た
る
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
従
た
る
事
務
所

（
年
金
事
務
所
を
経
由
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
事
務
所
が
そ
の
業
務
の
一
部
を
分
掌
す
る
従
た
る

事
務
所
）
）
又
は
国
民
年
金
法
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
共
済
組
合
等
の
事
務
所

三
　
市
町
村
長
が
し
た
処
分
に
対
す
る
審
査
請
求
に
あ
つ
て
は
、
当
該
処
分
を
し
た
市
町
村

（
映
像
等
の
送
受
信
に
よ
る
通
話
の
方
法
に
よ
る
口
頭
意
見
陳
述
等
）

第
三
条
　
社
会
保
険
審
査
官
は
、
法
第
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
口
頭
意
見
陳
述
の
期
日
に
お
け
る
審
理
を
行
う
場

合
に
お
い
て
、
審
査
請
求
人
が
遠
隔
の
地
に
居
住
し
て
い
る
と
き
そ
の
他
社
会
保
険
審
査
官
が
相
当
と
認
め
る
と

き
は
、
隔
地
者
が
映
像
と
音
声
の
送
受
信
に
よ
り
相
手
の
状
態
を
相
互
に
認
識
し
な
が
ら
通
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
方
法
に
よ
つ
て
、
審
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
当
事
者
又
は
そ
の
代
理
人
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
事

者
又
は
そ
の
代
理
人
を
当
該
審
理
に
必
要
な
装
置
の
設
置
さ
れ
た
場
所
で
あ
つ
て
社
会
保
険
審
査
官
が
相
当
と
認

め
る
場
所
に
出
頭
さ
せ
て
こ
れ
を
行
う
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
審
理
を
行
う
場
合
に
は
、
文
書
の
写
し
を
送
信
し
て
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と

そ
の
他
の
審
理
の
実
施
に
必
要
な
処
置
を
行
う
た
め
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
証
票
）

第
四
条
　
法
第
十
一
条
第
三
項
又
は
第
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
つ
て
社
会
保
険
審
査
官
並
び
に
社
会
保
険
審
査

会
の
委
員
長
及
び
委
員
が
携
帯
す
べ
き
証
票
（
以
下
「
証
票
」
と
い
う
。
）
の
制
式
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
証
票
の
大
き
さ
は
、
縦
百
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
七
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
し
、
表
紙
は
、
チ
ヨ
コ
レ
ー
ト

色
皮
製
と
す
る
。

二
　
表
紙
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
社
会
保
険
審
査
官
」
、
「
社
会
保
険
審
査
会
委
員
長
」
、
「
社
会
保
険
審
査
会
委
員
」

の
文
字
を
金
色
で
表
示
す
る
。

三
　
表
紙
の
内
側
に
は
、
名
刺
入
れ
を
付
け
る
。

四
　
用
紙
の
表
扉
に
は
、
脱
帽
正
面
上
半
身
の
写
真
（
縦
三
十
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
と
す
る
。
）
を
貼
り
付
け
、
証
票
番
号
、
身
分
、
氏
名
及
び
発
行
年
月
日
を
記
し
、
厚
生
労
働
省
の
刻
印

及
び
厚
生
労
働
大
臣
の
官
印
を
押
す
も
の
と
す
る
。

五
　
用
紙
は
、
差
換
式
と
し
、
そ
の
大
き
さ
は
、
縦
百
十
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
六
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

六
　
証
票
の
形
状
は
、
別
記
の
と
お
り
と
す
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
の
表
示
方
法
）

第
五
条
　
法
第
十
一
条
の
三
第
一
項
（
法
第
四
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同

じ
。
）
の
規
定
に
よ
る
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
の
表
示
は
、
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す

る
方
法
に
よ
つ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

（
収
入
印
紙
を
貼
付
す
る
た
め
の
書
面
）

第
六
条
　
社
会
保
険
審
査
官
及
び
社
会
保
険
審
査
会
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
百
九
十
号
。
以
下
「
令
」

と
い
う
。
）
第
八
条
の
四
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
と
す
る
。

（
送
付
に
要
す
る
費
用
の
納
付
方
法
）

第
七
条
　
令
第
八
条
の
六
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

一
　
郵
便
切
手
又
は
総
務
大
臣
が
定
め
る
こ
れ
に
類
す
る
証
票
で
納
付
す
る
方
法

二
　
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
法
第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
交
付
の
求
め
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
求
め
に
よ
り
得
ら
れ
た
納
付
情
報
に
よ
り
納
付
す
る
方
法

（
利
益
を
代
表
す
る
者
の
名
称
）

第
八
条
　
法
第
三
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
者
の
名
称
は
、
社
会
保
険
審
査
会
参
与
と

す
る
。

（
調
書
の
閲
覧
）

第
九
条
　
法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
調
書
の
閲
覧
を
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書

を
提
出
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
事
項
を
陳
述
し
、
か
つ
、
閲
覧
の
場
所
、
時
間
そ
の
他
閲
覧
に
関
し
て
別
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
従
つ
て
、
閲
覧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
件
の
表
示

二
　
閲
覧
請
求
の
理
由

三
　
請
求
の
年
月
日

四
　
請
求
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
五
年
一
〇
月
二
九
日
厚
生
省
令
第
三
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
三
十
五
年
十
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十

三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
二
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
六
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
三
月
二
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
四
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

1



１
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
八
年
四
月

一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）

に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の

と
み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕

っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
一
二
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る
行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行

政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図
る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
十
二
月
十
六
日
）
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

別
記
様
式
（
第
六
条
関
係
）

別記様式(第六条関係) 

   
 
 
 
 
 
 
 (

法
人
の
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

殿 

申
立
人 

 
 
 
 
 

交
付
実
施
申
立
書 

 

一 

対
象
文
書
又
は
対
象
電
磁
的
記
録
を
特
定
す
る
に
足
り
る
事
項 

 

二 

対
象
文
書
又
は
対
象
電
磁
的
記
録
に
つ
い
て
求
め
る
交
付
の
方
法 

 

三 

送
付
に
よ
る
交
付
を
求
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
旨 

 

右
の
と
お
り
交
付
の
実
施
を
申
し
立
て
る
。 

 
 

 

令
和 

年 

月 

日 

収 入

印 紙 

  

住
所
又
は
居
所 

氏
名 

 

別
記

別記 
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